
女

子

教

育

源

流

考

ー
鹿
児
島
県
を
事
例
と
し
て
l

見

岡1

史

は

じ

め

ま
だ
夜
明
け
の
段
階
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

つ
い
最
近
ま
で
、
女
性
は
「
出
る
こ
と
・
知
る
こ
と
・
伸
び
る
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悠
久
な
日
本
の
歴
史
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
男
女
平
等
の
価
値
観
に
立
ち
、
新
し
い
女
性
像
の
形
成
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い
る
時
代
は
、

こ
と
」
を
抑
圧
さ
れ
、
忍
従
と
犠
牲
を
美
徳
と
教
え
こ
ま
せ
た
男
尊
女
卑
の
社
会
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
、
教
育
の
機
会
均
等
に
よ
り
、
女
子
学
生
が
急
増
し
、
全
国
各
地
に
女
子
大
学
が
誕
生
し
た
。
因
み
に
、
戦
前
の
中

等
段
階
以
上
の
教
育
機
関
で
は
男
女
別
学
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
た
。
高
等
女
学
校
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
が
、
良
妻
賢
母
主
義
と
相

倹
っ
て
女
子
教
育
の
目
的
と
内
容
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。
大
学
や
高
等
学
校
は
女
子
と
無
関
係
な
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。
「
女
と
百

姓
に
学
問
は
不
要
」
と
す
る
封
建
時
代
の
考
え
方
が
根
強
く
遣
さ
れ
て
い
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
巨
視
的
観
点
に
立
っ
て
昨
今
の
女
子
教
育
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
時
、
明
治
以
後
の
諸
事
実
は
現
状
を
把
握
し
未
来
を
展

望
す
る
た
め
の
研
究
素
材
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
戦
後
四
十
年
の
歩
み
も
亦
あ
る
意
味
で
は
女
子
教
育
の
理
念
を
明
確
に
す
る
た
め
の

反
省
材
料
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



偶
々
本
年
は
実
践
学
園
の
創
設
者
満
田
ユ
イ
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
。

「
古
い
歴
史
の
学
園
に
生
ま
れ
た
新
し
い
大
学
」
と
し
て
創

設
さ
れ
た
鹿
児
島
女
子
大
学
の
背
景
に
あ
る
教
育
史
的
事
象
|
|
た
と
え
ば
満
田
ユ
イ
の
教
育
観
、
鹿
児
島
県
中
等
教
育
史
の
概
観
、

女
子
教
育
を
め
ぐ
る
全
国
的
動
向
等
々
|
|
そ
れ
ら
を
逐
一
繕
き
な
が
ら
、
女
子
教
育
史
研
究
の
方
法
論
を
模
索
し
て
み
た
い
と
い
う

の
が
本
研
究
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

明
治
期
鹿
児
島
の
女
子
教
育

「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
」
こ
と
を
期
し
て
、
男
女
の
別
な
く
、

八
年
制
の
尋
常
小
学
を
「
必
ス
卒

業
ス
へ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
定
め
た
の
が
明
治
五
年
の
「
学
制
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
「
小
学
校
教
員
ハ
男
女
ノ
差
別
ナ
シ
、
其
才
ニ
ヨ

リ
之
ヲ
用
フ
へ
シ
」
と
の
方
針
に
よ
り
教
員
養
成
に
お
け
る
男
女
共
通
教
育
の
構
想
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

194-

明
治
期
鹿
児
島
の
教
育
は
、
こ
の
国
家
的
方
針
を
受
け
て
、
管
内
に
六
中
学
区
(
第
五
大
学
区
内
一
九

1
二
四
)
、

区
を
置
く
こ
と
〉
な
り
、
教
員
養
成
に
つ
い
て
も
、
明
時
館
跡
に
小
学
正
則
講
習
所
、
天
文
館
跡
に
小
学
正
則
女
子
講
習
所
を
そ
れ
ぞ

れ
明
治
八
年
に
設
立
し
た
。
翌
年
、
前
者
を
鹿
児
島
師
範
学
校
、
後
者
を
同
女
子
師
範
学
校
と
改
称
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
鹿
児
島

一
、
二
五

O
小
学

県
に
お
け
る
女
子
中
等
教
育
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
少
し
く
女
子
師
範
教
育
の
変
遷
を
見
て
お
く
。

西
南
の
役
で
一
時
閉
校
と
な
っ
た
鹿
児
島
女
子
師
範
学
校
は
、
明
治
十
一
年
十
月
、
鹿
児
島
師
範
学
校
内
に
仮
設
さ
れ
て
女
子
生
徒

三
O
名
を
募
集
し
、
年
齢
十
四
歳
以
上
三
十
五
歳
以
下
の
者
で
、
「
近
易
の
書
を
読
み
、
加
減
乗
除
の
算
術
を
能
く
す
る
も
の
」
を
入
学

資
格
と
し
た
。
程
な
く
、
山
下
町
に
校
舎
を
新
築
し
、
明
治
十
二
年
一
月
移
転
す
る
。
同
年
十
一
月
、
新
た
に
規
則
を
制
定
す
る
が
、

翌
十
三
年
十
一
月
に
は
鹿
児
島
師
範
学
校
と
合
併
、
同
校
の
女
子
教
場
と
改
称
さ
れ
た
。
生
徒
定
員
は
一

O
O名
(
明
治
十
七
年
九
月

の
教
則
)

で
あ
る
。
女
子
教
場
の
校
地
は
二
、

五
六
六
平
方
米
(
七
七
六
坪
二
合
)

と
さ
れ
て
い
る
。
三
コ

l
ス
に
分
か
れ
修
業
年
限



は
初
等
師
範
学
科
が
一
年
、
中
等
二
年
半
、
高
等
四
年
と
な
っ
て
い
た
。
因
み
に
、
『
文
部
省
年
報
』
の
「
明
治
十
七
年
官
立
府
県
立
町

村
立
高
等
女
学
校
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
鹿
児
島
師
範
学
校
高
等
女
学
科
(
五
年
)
が
あ
り
、
教
員
数
一

O
(男
六
・
女
四
)
、
生
徒
数

八
一
、
日
々
出
席
生
徒
平
均
数
四
二
、
卒
業
生
徒
数
七
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
学
校
は
全
国
で
僅
か
九
校
に
す
ぎ
な
い
。

創
立
は
明
治
十
年
と
な
っ
て
い
る
。

No.1 

女
子
教
場
は
明
治
二
十
年
三
月
、
鹿
児
島
県
尋
常
師
範
学
校
女
子
部
と
改
称
、
修
業
年
限
四
か
年
と
さ
れ
、
下
っ
て
明
治
三
十
一
年

四
月
に
は
鹿
児
島
県
師
範
学
校
女
子
部
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
四
十
二
年
、
鹿
児
島
県
議
会
は
男
女
師
範
学
校
の
分
立
を
議
決
、
翌
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四
十
三
年
四
月
、
鹿
児
島
県
女
子
師
範
学
校
と
し
て
独
立
、
鹿
児
島
県
立
第
二
高
等
女
学
校
を
併
置
し
た
。
す
で
に
同
第
一
高
等
女
学

校
が
明
治
三
十
五
年
五
月
に
創
設
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
如
上
の
経
緯
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
女
子
師
範
学
校
は
鹿
児
島
県

1985 

女
子
教
育
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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明
治
前
期
の
教
育
に
は
地
域
に
よ
り
格
差
の
あ
る
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。
師
範
教
育
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
遅
れ
を
示
し
て
い
な
い

鹿
児
島
だ
が
、
明
治
二
十
年
の
全
国
調
査
に
よ
れ
ば
、

つ
自
分
の
姓
名
を
書
け
な
い
者
」
の
割
合
は
、
滋
賀
県
の
男
三
了
八
%
、
女

四
六
・
五
%
(
最
高
位
)
に
比
べ
、
鹿
児
島
県
は
男
六
一
・
五
%
、
女
九
四
・
一
%
と
最
下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
明
治
十
年
代

の
鹿
児
島
県
教
育
界
の
動
き
に
つ
い
て
は
史
料
に
も
と
づ
い
た
本
格
的
研
究
が
待
た
れ
る
所
で
あ
る
が
、
史
料
収
集
不
備
の
た
め
割
愛

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
城
山
一
敗
始
め
て
関
門
を
開
て
、
世
間
を
眺
め
、
顧
て
深
く
世
の
進
歩
に
後
れ
居
た
る
を
発
見
し
た
り
、
爾
来
、
鋭
意
学
事
を
勧

め
、
:
:
:
云
々
」
と
は
、
本
富
安
四
郎
「
薩
摩
見
聞
記
』
の
一
節
で
あ
る
が
、
文
盲
率
女
子
九
四
・
一
%
と
い
う
明
治
二
十
年
前
後
の

鹿
児
島
は
ま
さ
に
「
世
の
進
歩
に
後
れ
居
た
る
」
地
域
で
あ
っ
た
。
心
あ
る
人
々
は
そ
の
実
態
を
憂
い
、
打
解
策
を
考
え
る
。

連
の

私
立
学
校
が
簾
生
す
る
の
も
そ
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
史
料
不
足
の
た
め
、
こ
〉
で
は
そ
の
名
称
を
列
挙
す
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な



ぃ
。
詳
細
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
。

O
慶
明
学
舎
〔
鹿
児
島
阪
元
村
・
明
治
十
一
年
設
立
〕

。
研

251 
鹿員
児数
島
中
村

明
治
十

年
号川
氏λ

JL 

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

|
|
教
員
数

ム
妥
頭
女
学
校

四
(
古
賀
政
二
郎
ほ
か
)
・
生
徒
数

男
九
三
一
・
女
五

(
明
治
十
一
年
現
在
)

四

(
山
田
海
コ
一
ほ
か
)
・
生
徒
数

(
明
治
十
三
年
現
在
)

男
一

O
一
・
女
二
一

明
治
二
十
二
年
設
立

ム
鹿
児
島
高
等
簿
記
学
校

明
治
二
十
三
年
設
立

ム
成
淑
女
学
校

ム
鹿
児
島
女
学
校

ム
山
口
女
学
校

ム
鶴
嶺
女
学
校

マ
有
終
女
学
校

マ
明
治
女
学
校

マ
錦
江
女
学
校

マ
千
台
女
学
校

明
治
二
十
二
年
設
立

明
治
二
十
四
年
設
立

-196ー

明
治
二
十
五
年
設
立

明
治
二
十
九
年
設
立

明
治
三
十
五
年
設
立

明
治
三
十
六
年
設
立

明
治
三
十
六
年
設
立

明
治
三
十
六
年
設
立

こ
の
他
に
も
多
く
の
私
立
学
校
が
誕
生
し
て
お
り
、
中
に
は
女
子
の
入
学
を
許
可
し
た
学
校
の
あ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
明
確

は
期
し
難
い
。
こ
の
う
ち
鶴
嶺
女
学
校
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
学
校
は
鹿
児
島
女
子
実
業
補
修
学
校
で
あ

M
r
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四
)
十
月
一
日
鹿
児
島
市
易
居
町
に
同



市
第
三
区
費
を
も
っ
て
創
設
さ
れ
た
。
学
科
構
成
は
本
科
・
撰
科
(
裁
縫
科
・
造
裁
科
・
刺
裁
科
)
・
別
科
か
ら
成
っ
て
い
る
。
明
治
二

十
九
年
四
月
、
鹿
児
島
女
子
徒
弟
興
業
学
校
と
改
称
、
裁
縫
科
を
裁
縫
本
科
に
改
め
、
染
裁
科
・
機
械
染
科
を
増
置
し
た
。
ま
た
、
同

三
十
二
年
四
月
に
は
寄
宿
舎
を
設
置
し
て
い
る
。
満
田
ユ
イ
が
同
校
本
科
に
在
学
し
た
の
は
明
治
三
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
六
年
四
月

の
四
年
間
で
あ
っ
た
。
鹿
児
島
市
立
女
子
興
業
学
校
と
改
称
し
た
の
は
明
治
コ
一
十
六
年
五
月
で
、
こ
の
と
き
教
員
養
成
科
を
併
設
(
三

NO.1 

年
間
で
閉
鎖
)
し
て
い
る
。
な
お
、
同
校
名
は
第
二
次
大
戦
後
の
学
制
改
革
ま
で
続
い
て
い
く
。
現
在
、
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
に
引

継
が
れ
て
い
る
。

Vol. 6 

最
後
に
、
明
治
期
鹿
児
島
の
女
子
教
育
で
主
流
を
占
め
る
県
立
高
等
女
学
校
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
同
校
は
、
明
治
一
二
十
五
年
五

1985 

月
六
日
、
鹿
児
島
市
加
治
屋
町
に
誕
生
し
た
。
修
業
年
限
四
か
年
、
定
員
四

O
O名
と
い
う
規
模
で
あ
っ
た
。
初
年
度
の
競
争
率
は
三

倍
だ
っ
た
と
い
う
。
後
に
は
入
学
の
た
め
の
予
備
校
ま
で
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
創
立
時
の
学
科
目
は
、
高
等
女
学
校
令
に
基
い

-197-
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て
制
定
さ
れ
た
「
高
等
女
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
関
ス
ル
規
則
」
に
準
拠
し
て
、
修
身
・
国
語
・
英
語
・
歴
史
・
地
理
・
数
学
・
理

科
・
図
画
・
家
事
・
裁
縫
・
音
楽
・
体
操
等
を
授
け
て
い
る
。
同
四
十
三
年
第
二
高
等
女
学
校
創
設
に
伴
な
い
名
称
を
第
一
高
等
女
学

校
と
改
め
た
。
こ
の
ほ
か
加
治
木
に
も
同
四
十
五
年
設
立
さ
れ
た
の
で
、
明
治
期
の
高
等
女
学
校
は
県
内
で
三
校
と
な
っ
て
い
る
。

女
子
職
業
学
校
の
源
流

本
稿
の
主
題
は
満
田
ユ
イ
の
女
子
教
育
観
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
満
田
の
母
校
・
鹿
児
島
女
子
徒
弟
興
業
学
校
お

よ
び
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
学
校
等
の
史
的
背
景
を
い
く
つ
か
の
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

女
子
職
業
学
校
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
中
期
で
あ
る
。
ま
ず
、
当
時
の
資
料
を
掲
載
し
て
み
よ
う
。



二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

発
起
人
(
氏
名
略
)
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共

立

女

子

職

業

学

校

設

立

の

趣

旨

つ
ら
/
¥
我
国
婦
女
の
世
を
渡
る
有
様
を
視
る
に
、
概
其
父
兄
良
人
に
便
り
て
、
其
衣
食
を
仰
ぐ
の
み
に
し
て
、
自
ら
生
業
を
営
む
こ
と
を
知
れ
る

者
甚
少
し
、
一
朝
其
杖
柱
と
頼
め
る
父
兄
良
人
の
不
幸
あ
る
に
あ
へ
ば
、
忽
身
を
処
す
る
た
つ
き
を
失
ひ
て
、
俄
に
貧
苦
に
陥
り
、
徒
に
人
を
怨
み
、

世
を
嘆
ち
て
、
せ
ん
す
べ
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
者
あ
り
、
そ
の
惨
ま
し
さ
い
は
ん
方
な
し
、
か
〉
る
有
様
に
至
る
ゆ
え
ん
を
推
究
む
る
に
、
女
子
の

教
育
い
ま
だ
遍
か
ら
ず
し
て
、
実
業
を
授
く
る
の
道
行
は
れ
ざ
る
に
由
る
な
り
、
近
頃
女
子
学
校
の
設
世
に
乏
し
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
授
く
る
学
科

は
、
或
は
閑
雅
優
美
に
流
れ
、
或
は
高
尚
深
遠
に
趨
り
、
概
文
字
章
句
の
末
に
拘
り
、
実
業
に
疎
く
し
て
、
日
用
に
適
せ
ず
、
寛
に
小
学
以
上
の
学

校
教
育
は
専
中
人
以
上
の
子
弟
に
行
は
れ
て
、
広
く
世
の
女
子
に
及
ぽ
す
を
得
ざ
る
に
至
れ
り
、
五
口
ら
窃
に
之
を
憂
ひ
、
同
志
の
者
相
謀
り
て
、
女

子
の
職
業
学
校
を
設
け
、
専
女
子
に
適
す
る
諸
の
職
業
を
授
け
、
併
せ
て
、
修
身
、
和
漢
文
、
英
語
、
習
字
、
算
術
の
如
き
日
用
必
需
の
学
科
を
教

授
せ
ん
と
す
る
な
り
、
然
る
に
世
の
人
或
は
職
業
と
し
い
へ
ば
、
賎
し
き
業
と
し
て
厭
ふ
者
あ
れ
ど
も
、
そ
は
大
な
る
謬
な
り
、
今
其
最
見
易
き
例

を
挙
げ
ん
に
、
古
よ
り
天
子
后
妃
の
尊
き
を
以
て
、
御
み
づ
か
ら
農
桑
の
業
を
と
ら
せ
ら
れ
し
こ
と
、
和
漢
の
歴
史
に
昭
々
た
り
、
近
く
は
、
我
か

皇
太
后
皇
后
の
両
宮
に
は
、
毎
年
宮
中
に
診
て
養
蚕
の
業
を
執
ら
せ
た
ま
ふ
に
あ
ら
ず
や
、
か
〉
れ
ば
、
此
等
の
女
功
は
決
し
て
賎
し
き
業
に
あ

ら
ず
、
否
、
之
を
婦
女
の
本
分
と
こ
そ
い
は
め
、
い
か
で
か
之
を
賎
む
る
こ
と
を
得
べ
き
、
世
の
女
子
を
持
て
る
人
疾
く
考
を
訟
に
運
ら
し
て
、
五
ロ

ら
が
此
挙
に
同
意
し
、
実
業
の
教
育
を
女
子
に
授
け
し
め
ら
れ
ん
こ
と
吾
ら
が
偏
に
望
む
所
な
り
、

因
に
言
ふ
、
凡
事
業
を
始
む
る
は
た
や
す
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
始
め
た
る
後
に
永
く
之
を
維
持
せ
ん
こ
と
は
猶
難
き
業
な
り
、
故
に
吾
ら
は

深
思
熟
議
し
て
、
第
一
着
に
維
持
の
方
法
を
立
て
、
準
備
略
整
ひ
た
り
、
然
る
に
、
校
舎
の
建
築
は
手
始
に
属
す
る
業
な
れ
ど
も
、
一
時
に
多
額

の
金
を
要
す
る
者
な
れ
ば
、
之
を
支
弁
し
易
か
ら
ず
、
依
て
大
方
の
諸
媛
諸
君
子
の
賛
成
を
乞
ひ
寄
附
の
金
を
仰
ぎ
て
建
築
の
費
に
あ
て
、
某
校

を
以
て
共
有
物
と
し
、
諸
君
と
共
に
永
く
之
を
保
ち
、
益
隆
盛
に
趣
か
し
め
ん
と
す
、
女
子
の
教
育
を
重
ん
ぜ
ら
る
〉
諸
媛
諸
君
子
願
は
く
は
之

を
賛
成
補
助
せ
ら
れ
て
よ
。

明
治
十
九
年
四
月

女
子
の
生
活
能
力
と
道
徳
性
の
向
上
を
意
図
し
た
こ
の
設
立
趣
意
書
に
は
発
起
人
二
九
人
が
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
全
員
、
東
京
女

子
師
範
学
校
の
関
係
者
で
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
以
下
、
そ
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
明
治
十
九
年
当
時
の

年
齢
で
あ
る
。

み
ち
ょ

O
永
井
久
一
郎
(
担
)

O
那
珂
通
世
(
但
)

O
中
川
謙
二
郎
(
訪
)

O
三
田
諜
光
(
日
)

O
鮫
島
晋
(
年
齢
不
詳
)

O
宮
川
保
全
(
担
)

し

ん

ぱ

ち

ふ

ゆ

お

ず

え

ず

ん

O
小
西
信
八
(
沼
)

O
秋
山
四
郎
(
訂
)

O
武
村
千
佐
子
〔
ち
さ
〕
(
担
)

O
豊
田
芙
雄
子
(
叫
)

O
松
本
萩
江
子
(
お
)

O
上
野
銀
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み

つ

し

ず

こ

と

子
(
明
治
十
三
年
七
月
卒
)

O
丸
橋
光
子
(
同
上
)

O
佐
方
鎮
子
(
却
)

O
合
原
琴
子
〔
村
上
〕
(
明
治
十
七
年
二
月
卒
)

O
植
村
花

て
い亭

子
(
年
齢
不
詳
)

O
鳩
山
春
子
〔
多
賀
〕
(
お
)

O
渡
辺
辰
五
郎
(
位
)

O
松
岡
登
波
子
(
年
齢
不
詳
)

O
安
香
烈
子
〔
賀
古
〕
(
明

ま

す

依

る

治
十
六
年
二
月
卒
)

O

二
一
守
益
子
〔
福
島
〕
(
明
治
十
七
年
二
月
卒
)

O

藤
村
晴
子
(
お
)

O
愛
知
す
み
子
(
明
治
十
三
年
七
月
卒
)

こ

う

ぎ

ふ

た

ぱ

や

す

き

〈

の

O
奥
好
義
(
却
)

O
柴
田
直
記
(
年
齢
不
詳
)

O
山
川
二
葉
子
(
位
)

O
安
達
安
子
(
日
)

O
後
関
菊
野
子
(
却
)
(
明
治
十
七
年
二

よ
ね

o
加
藤
米
子
〔
田
村
〕
(
幻
)

月
卒
)

「
共
立
」
と
は
、
共
同
し
て
学
校
を
起
こ
す
と
い
う
程
度
の
意
味
で
あ
る
。
文
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
「
閑
雅
優
美
に
流
れ
、
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或
は
高
尚
深
遠
に
趨
り
」
が
ち
な
女
学
校
を
批
判
し
、
「
専
女
子
に
適
す
る
諸
の
職
業
を
授
け
」
る
職
業
学
校
の
設
立
を
同
志
で
計
画
し

と

ど

ま

う

と

た
と
い
う
。
ま
さ
に
実
学
主
義
の
再
認
識
で
あ
る
。
「
文
字
章
句
の
末
に
拘
り
、
実
業
に
疎
く
し
て
、
日
用
に
適
せ
ず
」
と
は
、
か
つ
て
、

1985 

明
治
初
期
に
福
沢
諭
吉
ら
が
高
唱
し
た
実
学
観
に
類
似
し
て
い
る
。
職
業
を
賎
し
き
業
と
し
て
厭
う
こ
と
な
く
「
婦
女
の
本
分
」
と
把
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え
直
す
、
そ
の
実
例
を
宮
中
に
お
け
る
農
桑
の
業
に
求
め
た
と
こ
ろ
は
、
い
か
に
も
時
代
相
を
反
映
し
て
い
る
が
、
「
女
子
を
持
て
る
人

と

め

守

疾
く
考
を
蕗
に
運
ら
し
て
」
同
意
し
協
力
し
て
ほ
し
い
。
共
立
女
子
職
業
学
校
を
末
永
く
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
浄
財
を
出
し
て
ほ

し
い
、

と
訴
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

平
均
年
齢
三
五
・
五
歳
、
創
立
者
(
五
代
目
校
長
)

と
さ
れ
る
宮
川
保
全
は
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
。
同
僚

渡
辺
辰
五
郎
と
共
に
、
東
京
師
範
学
校
を
退
職
し
、
女
子
の
私
立
学
校
設
立
を
計
画
し
た
の
は
、
師
範
教
育
変
質
へ
の
不
満
が
原
因
で

あ
り
、
男
子
の
東
京
師
範
と
の
合
併
に
よ
る
官
立
女
子
師
範
学
校
の
解
体
が
決
定
的
理
由
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
前
記
二
九
名
一
人
ひ
と

り
の
動
機
を
詳
述
す
る
こ
と
は
本
稿
の
構
成
上
割
愛
す
る
が
、
明
治
十
九
年
は
学
校
制
度
の
み
な
ら
ず
、
女
子
教
育
史
上
の
分
水
嶺
た

る
位
置
づ
け
も
可
能
な
の
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
三
月
六
日
、
東
京
の
本
郷
東
竹
町
に
あ
る
渡
辺
辰
五
郎
の
裁
縫
塾
和
洋
裁
縫
伝
習
所
(
現
東
京
家
政
大
学
)
に
仮
設
さ



れ
た
共
立
女
子
職
業
学
校
は
、
同
年
八
月
神
田
に
移
転
、
現
在
共
立
女
子
大
学
ほ
か
を
擁
す
る
一
大
学
園
に
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
あ

る
が
、
発
起
人
の
顔
ぶ
れ
を
見
て
も
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
当
代
新
進
の
文
化
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
、
こ
〉

で
宮
川
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
「
普
通
の
女
子
は
小
学
校
を
卒
え
て
も
更
に
進
学
す
る
学
校
が
な
」
い
。
東
京
女
子
師
範
学
校
、
同
付
属

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例として

高
等
女
学
校
、
華
族
女
学
校
、
跡
見
女
学
校
な
ど
わ
ず
か
ば
か
り
の
学
校
も
「
教
え
る
と
こ
ろ
女
学
に
傾
き
、
技
芸
を
顧
る
も
の
が
な

い
」
「
女
子
に
生
活
能
力
が
な
い
こ
と
と
、
道
徳
性
が
低
い
こ
と
を
改
め
て
や
る
の
が
、
今
日
国
家
の
急
務
と
考
え
」
る
と
い
う
。

遊
芸
よ
り
も
勤
労
を
重
視
す
る
教
育
方
針
は
、
時
代
の
一
般
的
要
求
に
よ
く
適
合
し
て
、
多
く
の
志
願
者
を
生
み
出
し
た
。
「
裁
縫
塾

に
裁
縫
塾
が
寄
遇
し
た
」
間
借
り
教
室
で
は
入
学
者
を
さ
ば
き
切
れ
な
く
な
っ
た
程
で
あ
る
。
共
立
女
子
職
業
学
校
は
ま
さ
に
当
時
の

新
学
校
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
生
徒
の
自
活
生
活
を
目
標
と
し
、
裁
縫
・
編
物
・
刺
繍
・
造
花
の
四
教
科
を
軸
と
す
る
同
校
に
対
し
、

一
般
社
会
は
も
と
よ
り
官
辺
か
ら
も
共
鳴
者
・
協
力
者
が
現
わ
れ
、
予
想
以
上
の
発
展
を
見
る
。
当
初
の
規
模
は
、

し
か
し
、
小
学
四
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年
卒
業
以
上
を
入
学
資
格
と
し
、

一
年
な
い
し
二
年
の
修
業
年
限
で
適
宜
卒
業
さ
せ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な

も
の
で
は
な
い
。
裁
縫
を
渡
辺
辰
五
郎
が
、
数
学
を
宮
川
保
全
が
、
英
語
を
鳩
山
春
子
(
旧
姓
多
賀
)
が
そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
い
た
。
手

芸
技
工
の
専
門
家
も
勿
論
教
師
陣
に
加
わ
っ
て
い
る
。

以
上
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
つ
い
て
創
設
の
意
図
を
中
心
に
論
考
し
た
が
、
こ
れ
は
、
満
田
ユ
イ
の
母
校
で
あ
る
鹿
児
島
女
子
徒

弟
興
業
学
校
の
モ
デ
ル
が
同
校
で
あ
る
こ
と
に
依
る
。
両
校
の
影
響
関
係
に
関
す
る
研
究
は
今
後
の
課
題
に
残
し
て
お
く
が
、
次
に
述

べ
る
渡
辺
裁
縫
女
学
校
と
共
に
、
女
子
職
業
学
校
の
源
流
を
さ
ぐ
る
た
め
の
重
要
な
素
材
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

渡
辺
裁
縫
女
学
校
と
満
田
ユ
イ

女
子
教
育
に
お
い
て
裁
縫
教
授
の
も
つ
史
的
意
義
は
大
き
い
。
明
治
初
期
、
女
児
の
就
学
が
奨
励
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、

な
か
な
か



軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

も
し
裁
縫
の
教
授
方
法
が
改
良
さ
れ
一
斉
捜
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
い
う
一
般
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
。
明
治
十
四
年
四
月
、
東
京
本
郷
に
私
塾
を
創
設
し
た
渡
辺
辰
五
郎
は
こ
の

分
野
に
お
け
る
先
駆
者
と
い
え
よ
う
。
因
み
に
、
彼
は
、
安
政
六
年
、
十
六
歳
の
若
さ
で
江
戸
に
出
、
明
治
元
年
下
総
(
千
葉
県
長
生

郡
)
に
帰
郷
す
る
の
だ
が
、
江
戸
で
は
日
本
橋
の
裁
縫
師
鳥
居
清
吉
の
徒
弟
と
な
っ
て
裁
縫
の
技
術
磨
き
に
専
心
し
て
い
た
。
そ
の
技

No.1 

術
を
も
っ
て
私
塾
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
町
の
女
子
は
彼
の
塾
に
集
ま
り
、
小
学
校
に
来
る
者
が
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
か
く
す
る
う
ち

に
小
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
た
渡
辺
は
、
裁
縫
教
授
の
体
系
化
を
図
り
、
数
多
く
の
教
科
書
・
研
究
者
を
公
に
し
て
い
っ
た
。

一
例
と
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し
て
、
『
裁
縫
教
授
用
掛
図
』
は
郷
里
の
小
学
校
で
教
え
て
い
た
噴
の
創
案
で
あ
り
、
明
治
十
三
年
刊
行
の
『
普
通
裁
縫
教
授
書
』
は
師

1985 

範
学
校
用
教
科
書
に
指
定
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
書
に
よ
っ
て
渡
辺
自
身
が
車
京
女
子
師
範
学
校
に
招
聴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

東
京
赴
任
後
、
渡
辺
は
私
塾
「
和
洋
裁
縫
伝
習
所
」
を
設
立
し
た
。
教
科
目
は
、
和
洋
裁
縫
の
ほ
か
礼
法
・
点
茶
・
生
花
・
造
花
・
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刺
繍
の
六
つ
で
あ
る
。
彼
の
名
声
ゆ
え
に
入
塾
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
先
述
の
と
お
り
、
明
治
十
九
年
に
は
宮
川
ら
に
協
力
し
て
共

立
女
子
職
業
学
校
を
起
こ
し
、
主
席
教
員
と
な
っ
て
尽
力
す
る
。
そ
の
問
、
伝
習
所
の
授
業
は
休
止
し
、
塾
に
い
た
生
徒
の
多
く
は
共

立
に
移
っ
た
が
、
明
治
二
十
九
年
、
渡
辺
は
共
立
を
辞
め
専
心
経
営
に
当
た
る
こ
と
〉
し
校
名
も
同
年
東
京
裁
縫
女
学
校
に
改
め
た
。

修
身
・
教
育
・
家
事
・
習
字
等
の
教
科
目
を
加
え
、
名
実
共
に
学
校
と
し
て
の
内
容
を
整
え
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

の
ち
、
東
京

女
子
専
門
学
校
と
な
り
、
現
在
は
東
京
家
政
大
学
と
な
っ
た
が
、
愛
称
「
渡
辺
裁
縫
女
学
校
」
の
名
は
全
国
に
ひ
び
い
て
い
た
。

満
田
ユ
イ
が
同
校
高
等
科
に
入
学
す
る
の
は
明
治
三
十
七
年
四
月
で
あ
る
。
前
年
春
、
鹿
児
島
女
子
徒
弟
興
業
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

「
深
く
考
え
る
暇
も
な
く
」
皆
に
奨
め
ら
れ
て
姶
良
郡
加
治
木
の
旧
家
に
嫁
い
で
い
た
が
、
上
級
学
校
に
進
み
女
教
師
に
な
る
夢
は
捨

て
が
た
く
、

つ
い
に
協
議
離
婚
し
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
関
す
る
説
明
は
割
愛
す
る
こ
と
と
し
て
、
当
時
の
心
境
を
満
田

の
回
顧
録
か
ら
再
現
し
て
み
よ
う
。



私
は
幼
時
、
人
は
強
固
な
意
志
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度
ま
で
そ
の
願
望
な
り
目
的
は
貫
徹
で
き
る
、

と
い
う
信
念
を
抱
い
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
真
に
微
力
な
身
を
も
顧
み
ず
学
に
志
し
て
、

二
十
歳
の
春
父
に
懇
願
し
、
「
良
き
教
師
に
な
ろ
う
」
と
の
希
望
に
燃

え
て
単
身
笈
を
負
う
て
上
京
い
た
し
ま
し
た
。

三
ヶ
年
の
修
業
中
に
「
よ
き
教
師
に
な
り
た
い
」
と
い
う
先
の
漠
然
と
し
た
希
望
が
、

さ
ら
に
「
学
校
を
建
設
し
た
い
」
と
い

二見:女子教育源流考鹿児島県を事例としてー

う
欲
望
に
変
化
し
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

-
j
i
-
-
:
:
:
(
後
略
)
。

満
田
遊
学
中
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
に
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
上
述
の
説
明
に
よ
っ
て
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
当
時
の
渡

辺
裁
縫
女
学
校
は
渡
辺
辰
五
郎
を
中
心
に
充
実
発
展
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
こ
の
種
の
女
学
校
と
し
て
は
日
本
で
有
数
の
教
育
内
容

を
誇
っ
て
い
た
。
す
で
に
「
裁
縫
や
料
理
が
上
手
で
明
朗
活
発
」
と
折
り
紙
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
満
田
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
い
教
師
に
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な
る
こ
と
を
念
頭
に
二
年
間
精
励
し
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す
る
こ
と
〉
な
る
。
母
校
の
教
師
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
証
左

で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
同
校
の
若
き
経
営
者
渡
辺
滋
は
、
静
岡
県
に
姉
妹
校
を
建
設
し
、
満
田
を
そ
の
経
営
責
任
者
に
任
用
し
た
い
と

い
う
計
固
ま
で
立
て
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

そ
の
ま
〉
東
京
に
留
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
相
応
の
働
ら
き
を
示
し
た
こ
と
〉
思
わ
れ

る
。
精
進
の
二
年
間
は
満
田
の
立
志
修
業
の
時
期
で
あ
っ
た
。

四

鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
の
発
足

「
チ
チ
キ
ト
ク
ス
グ
カ
エ
レ
」
の
電
報
に
取
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
東
京
か
ら
鹿
児
島
に
帰
郷
し
た
女
性
、

そ
れ
が
満
田
ユ
イ
で
あ
っ

た
。
明
治
四
十
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
招
電
が
、
新
設
校
鹿
児
島
女
学
館
の
教
師
に
娘
を
仕
立
て
よ
う
と
し
て
親
が
仕
組
ん
だ
芝
居

だ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
満
田
の
回
想
録
を
引
用
し
て
み
よ
う
。



ち
ょ
う
ど
私
が
二
十
三
の
春
、
明
治
四
十
年
五
月
二
十
八
日
の
こ
と
で
、
帰
宅
後
三
日
目
か
ら
、
「
今
度
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
た

教
師
」
と
し
て
そ
の
女
学
校
に
招
聴
さ
れ
ま
し
た
。
誰
し
も
一
度
は
経
験
す
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
学
窓
か
ら
覗
い
た
社
会

と
自
分
が
実
際
に
社
会
の
一
員
と
な
っ
て
目
撃
す
る
現
実
と
の
懸
隔
に
、

い
わ
ゆ
る
幻
滅
の
苦
杯
を
味
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
私
の
心
を
寒
く
し
ま
し
た
の
は
、
神
聖
視
し
て
い
た
学
校
の
無
秩
序
、
放
任
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

No. 1 

こ
の
た
め
、
い
よ
い
よ
日
頃
の
宿
願
を
実
現
し
よ
う
と
決
意
し
、
就
任
三
ヶ
月
目
の
同
年
七
月
に
辞
職
い
た
し
ま
し
た
O
i
-
-
-
云
々

Vol. 6 

満
田
に
と
っ
て
「
日
噴
の
宿
願
」
と
は
、

理
想
の
学
校
を
建
設
す
る
こ
と
で
あ
り
、
堅
実
に
し
て
役
に
立
つ
主
婦
の
養
成
を
主
眼
と

1985 

し
た
教
育
の
殿
堂
を
築
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
僅
か
二
三
一
歳
の
身
で
、
こ
の
状
況
判
断
を
な
し
、
自
ら
難
局
に
立
ち
向
お
う
と
し
た
意
志

の
強
さ
は
ま
さ
に
非
凡
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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先
述
の
と
お
り
、
鹿
児
島
県
に
も
明
治
二
十
年
代
以
降
、
私
立
女
学
校
設
立
の
試
み
は
続
々
と
な
さ
れ
て
い
た
。
鹿
児
島
女
学
館
の

場
合
も
、
あ
る
有
識
者
の
意
志
と
努
力
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
設
立
の
経
緯
や
そ
の
後

の
経
過
を
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て
、
当
時
頭
角
を
現
わ
し
て
き
た
鶴
嶺
女
学
校
を
研
究
し
小
論

を
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。
鶴
嶺
に
関
し
て
は
幸
わ
い
史
料
も
保
存
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
分
析
如
伺
に
よ
っ
て
は
、
本
格
的
研

究
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
満
田
の
母
校
で
あ
る
鹿
児
島
女
子
徒
弟
興
業
学
校
に
関
し
て
は
、
近
く
九
十
周
年
記
念
を
迎
え
る
鹿
児
島
女

子
高
等
学
校
に
至
る
綿
々
と
し
た
歴
史
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
満
田
が
辞
職
し
た
鹿
児
島
女
学
館
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、

お
そ
ら
く
は
他
の
私
立
女
学
校
と
同
様
、
程
な
く
歴
史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
い
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
明
治
中
期
・
末
期
に
焦
点

を
合
わ
せ
た
総
合
的
研
究
が
待
た
れ
て
い
る
。

に

い

ろ

ど

ん

す

っ

鹿
児
島
市
平
之
町
の
通
称
「
新
納
殿
の
筋
」
に
「
女
子
技
芸
講
習
所
」
が
開
設
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
年
八
月
三
日
で
あ
っ
た
。
二



階
建
て
の
民
家
を
改
造
し
た
塾
舎
に
招
聴
さ
れ
た
教
師
の
顔
ぶ
れ
は
、
林
タ
メ
子
(
礼
法
)
、
鮫
島
章
子
(
和
洋
割
烹
)
、
管
沼
ハ
ル
子

(
果
実
細
工
)
ら
で
あ
る
。
鮫
島
は
東
京
割
烹
女
学
校
出
身
、
管
沼
は
渡
辺
女
学
校
出
身
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
満
田
が
東
京
か
ら

招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
徒
募
集
に
先
立
っ
て
、
鮫
島
を
会
長
と
す
る
講
習
会
(
八
月
十
五
日
か
ら
二
週
間
)
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
一

八
O
名
が
参
加
し
た
と
い
う
。
八
月
十
五
日
付
『
鹿
児
島
実
業
新
聞
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
r

二見:女子教育源流考鹿児島県を事例として

女
子
手
芸
講
習
会
科
目

当
市
平
ノ
町
百
九
十
五
番
戸
に
捨
て
開
会
の
同
会
は
本
日
よ
り
開
始
す
る
由
な
る
が
、
其
後
会
員
の

希
望
に
依
り
作
法
・
割
烹
・
果
実
細
工
の
外
、
和
洋
裁
縫
・
茶
の
湯
等
を
加
へ
、
割
烹
実
習
室
の
如
き
大
に
改
良
を
加
へ
、
短
期

な
る
講
習
会
と
し
て
は
完
全
な
る
設
備
を
な
せ
り
と
い
ふ
。

満
田
の
概
念
で
は
「
技
芸
」
を
講
習
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
っ
た
筈
だ
が
、
新
聞
記
事
に
は
「
手
芸
」
の
伝
習
と
い
う
紹
介
に
な
っ
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て
い
る
。
校
名
に
し
て
も
「
高
等
女
子
手
芸
伝
習
所
」
と
記
し
て
い
る
新
聞
記
事
に
注
目
し
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
技

芸
に
対
す
る
一
般
の
関
心
が
予
想
以
上
に
高
い
こ
と
を
知
っ
た
満
田
と
し
て
は
、
早
い
う
ち
に
、
技
芸
講
習
所
を
学
校
組
織
に
改
め
た

く
、
同
年
暮
に
は
「
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
」
の
設
立
方
を
県
に
申
請
し
て
い
る
。
こ
の
申
請
に
関
し
て
は
満
田
の
母
校
女
子
興
業
の

黒
川
澄
江
校
長
が
尽
力
し
て
い
る
。

話
を
前
に
戻
し
て
、
講
習
会
後
の
動
き
に
ふ
れ
る
と
、
明
治
四
十
年
九
月
八
日
付
け
『
鹿
児
島
新
聞
』

(
鈎
)

の
記
事
が
注
目
に
値
す
る
。

科
目
お
よ
び
修
業
年
限

当
方
平
ノ
町
百
九
十
五
番
戸
(
新
納
殿
小
路
ノ
横
小
路
)

の
鹿
児
島
女
子
手
芸
伝
習
所
に
て
は
、
今

回
生
徒
を
募
集
し
、
来
る
十
六
日
よ
り
開
校
す
る
由
な
れ
ば
、
志
願
者
は
十
四
日
ま
で
に
出
願
す
べ
し
。
科
目
修
業
年
限
は
左
の



円
H
M

〆。

占
M屯
F
B
1
白、

。
高
等
裁
縫
科

三
ヵ
月
・

O
和
洋
割
烹
科
(
普
通
科

三
ヵ
月
・
研
究
科

O
編
物
科
(
速
成

六
ヶ
月

二
ヵ
月
)

普
通

O

活
花
科

カ

月

O
茶
道
科
(
礼
法
)

O
造
花
科

O
果
実
細
工
科

六
ヵ
月
)

カ

年

カ

月

カ

月

O

ツ
マ
ミ
(
細
工
)
科

(
O
袋
物

二
ヵ
月
)

尚
ほ
同
所
に
て
は
言
語
動
作
を
慎
み
、
有
も
女
子
の
美
徳
を
襲

カ

月

損
す
る
も
の
は
入
会
を
許
さ
ず
と
い
ふ
。
教
師
は
伊
藤
フ
デ
・
林
タ
メ
・
矢
野
ノ
ブ
・
有
馬
サ
エ
・
鮫
島
フ
ミ
・
満
田
ユ
イ
・
菅

No. 1 

沼
ハ
ル
子
の
七
人
な
り
。

Vol. 6 

『
鹿
児
島
実
業
新
聞
』
で
も
同
日
付
け
で
同
様
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
前
記
か
っ
こ
で
示
し
た
内
容
は
こ
れ
に
基
い
て
い
る
。
同

所
で
は
、
こ
れ
ら
の
科
目
に
つ
い
て
「
一
科
若
し
く
は
数
科
を
兼
修
す
る
を
得
」
と
し
て
い
た
。

1985 

入
所
希
望
者
は
五
十
余
名
に
達
し
、
開
所
式
に
は
四
五
名
が
出
席
し
て
い
る
が
、
入
所
資
格
を
高
等
小
学
二
年
修
業
以
上
に
限
定
し

F
h
u
 

A
H
V
 

9
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た
た
め
、
折
角
の
希
望
を
果
せ
な
い
人
た
ち
も
出
て
き
た
。
「
科
目
の
依
り
て
は
規
程
の
学
力
を
有
せ
ず
、
ま
た
年
齢
の
如
何
に
関
せ
ず

入
所
差
し
支
へ
な
く
随
時
入
所
を
許
す
べ
し
:
・
」

(
明
治
四
十
年
九
月
十
八
日
付
け
『
鹿
児
島
実
業
新
聞
』
)
と
い
う
便
法
を
用
い
る
こ

と
に
な
っ
た
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
入
所
生
で
最
も
多
か
っ
た
科
目
が
割
烹
で
、
裁
縫
、
作
法
等
が
こ
れ
に
次
い
て
い
た
と
い

う
が
、

そ
の
内
容
を
例
示
す
れ
ば
「
裁
縫
は
部
分
縫
・
単
服
・
袷
服
・
綿
入
の
類
は
言
ふ
迄
も
な
く
被
布
道
行
・
シ
ャ
ツ
・
男
子
袴
其

の
他
数
十
種
類
を
教
授
し
、
料
理
は
信
濃
む
し
豚
の
ソ
ホ
ロ
あ
い
・
鴨
南
蛮
煮
ほ
か
数
十
種
の
日
本
料
理
を
始
め
七
十
余
種
の
西
洋
料

理
を
伝
習
す
る
筈
な
り
」

(
明
治
四
十
年
九
月
二
十
七
日
付
け
『
鹿
児
島
新
聞
』
)

と
い
っ
た
も
の
ら
し
い
。

授
業
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
資
料
に
乏
し
い
の
で
こ
れ
以
上
の
記
述
は
難
し
い
が
、
東
京
仕
込
み
の
技
芸
を
通
し
て
鹿
児
島
県
の

女
子
教
育
に
新
風
を
吹
き
こ
も
う
と
す
る
満
田
の
並
々
な
ら
ぬ
配
慮
が
窺
え
る
。

常
設
の
家
事
講
習
会
に
端
を
発
し
た
満
田
の
教
育
道
場
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
ま
も
な
く
学
校
組
織
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
で



き
た
。
翌
明
治
四
十
一
年
二
月
二
十
二
日
付
け
の
新
聞
広
告
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
徒
募
集
広
告

高
等
女
子
手
芸
伝
習
所
儀
今
般
私
立
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
ト
改
称
シ
本
科
生
六
十
名
専
修
科
生
四
十
名
ヲ

募
集
シ
来
四
月
ヨ
リ
始
業
ス
ヘ
キ
ニ
付
志
望
者
ハ
来
三
月
末
日
迄
一
一
願
書
差
出
サ
ル
ヘ
シ

私
立
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

同
校
は
満
田
八
束
を
設
立
者
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
こ
れ
は
満
田
ユ
イ
が
二
三
一
歳
の
独
身
女
性
で
あ
っ
た
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。

実
際
は
ユ
イ
が
運
営
し
た
わ
け
だ
が
、
校
長
職
も
初
代
が
園
田
直
蔵
、
二
代
園
田
英
吉
、

「
人
の
母
た
り
妻
た
る
も
の
の
為
に
は
至
っ
て
便
利
な
る
べ
し
」

た
山
内
貢
の
回
想
録
は
、
草
創
期
の
一
端
を
後
世
に
伝
え
て
い
る
。

三
代
石
原
周
鑑
と
続
い
て
い
く
。

(
明
治
四
十
年
九
月
十
八
日
付
け
『
鹿
児
島
実
業
新
聞
』
)
と
報
じ
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当
時
私
は
平
之
町
の
新
納
殿
の
筋
の
す
ぐ
近
く
に
住
み
、
鹿
児
島
実
業
新
聞
の
教
育
面
の
責
任
者
で
も
あ
っ
た
の
で
、
満
田
先

生
の
ご
苦
労
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
官
僚
主
義
の
強
か
っ
た
当
時
の
鹿
児
島
で
私
立
の
学
校
を
造
る
と
い
う
こ
と
は
、

た
い
へ
ん

な
抵
抗
が
あ
っ
た
が
、
私
は
鹿
児
島
の
教
育
で
一
番
必
要
な
の
は
女
子
教
育
だ
と
信
じ
て
い
た
の
で
で
き
る
だ
け
の
協
力
を
し
た
。

生
徒
募
集
に
は
終
始
苦
労
を
さ
れ
た
が
、
私
立
に
は
特
待
の
制
度
を
許
さ
な
か
っ
た
時
代
に
、
先
生
は
優
秀
な
生
徒
に
は
月
謝
免

除
を
認
め
ら
れ
、
優
秀
な
子
女
の
い
る
家
庭
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
問
し
て
歩
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
民
家
を
利
用
し
た
校
舎
は
、
全
生

徒
三
十
人
が
座
る
と
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
門
を
入
る
と
南
天
の
木
が
植
え
で
あ
っ
て
、
割
烹
教
室
に
は
満
田
先
生
が
生
け
た
花

が
い
つ
も
飾
つ
で
あ
っ
た
。
先
生
は
ま
た
英
語
教
育
の
必
要
性
に
い
ち
早
く
気
づ
か
れ
、
英
語
を
教
え
な
く
て
は
、

と
よ
く
云
つ

て
お
ら
れ
た
。
し
か
し
ち
ゃ
ん
と
し
た
英
語
教
師
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
私
が
た
の
ま
れ
て
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
階
に
は

満
田
先
生
の
個
室
が
あ
っ
た
が
、

い
つ
も
生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
さ
れ
た
。
生
徒
が
帰
っ
た
あ
と
、
三
十
畳
く
ら
い
の
教
室
を



一
人
で
掃
除
を
さ
れ
た
。
生
徒
の
間
違
っ
た
点
は
大
声
で
注
意
さ
れ
た
。
女
子
教
育
の
情
熱
に
燃
え
た
信
念
の
人
で
し
た
。

渡
辺
裁
縫
女
学
校
で
学
ん
だ
識
見
と
技
術
を
も
っ
て
郷
里
鹿
児
島
に
理
想
の
学
校
を
建
設
し
た
い
と
い
う
満
田
の
意
気
込
み
が
伝

わ
っ
て
く
る
文
章
で
あ
る
。

No.1 

二
月
二
十
二
日
付
け
『
鹿
児
島
新
聞
』
に
は
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
前
略
)
来
四
月
一
日
よ
り
新
学
期
の
授
業
を
開
始
す
べ
く
今
回
本
科
生
専
修
科
生
を
募
集
す
る
由
な
る
が
、
本
科
は
尋
常
卒
業

Vol. 6 

程
度
、
専
修
科
は
高
等
卒
業
程
度
に
し
て
、
其
学
科
は

1985 

本

科

修
身
・
国
語
・
算
術
・
図
画
・
家
事
・
教
育
・
裁
縫
・
編
物
・
造
花
・
活
花
・
礼
法
・
割
烹
等

専
修
科

修
身
・
家
事
・
割
烹
・
裁
縫
・
編
物
・
活
花
・
礼
法
等
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修
業
年
限
は
本
科
二
ヶ
年
、
専
修
科
一
ヶ
年
に
し
て
、
各
科
の
担
任
者
は
東
京
渡
辺
裁
縫
女
学
校
出
身
の
満
田
ゆ
い
外
四
名
に

て
、
尚
割
烹
は
専
門
の
知
識
あ
る
教
員
之
を
担
当
し
、
夫
々
懇
切
に
教
授
す
る
由
な
れ
ば
、
入
学
希
望
者
は
四
月
末
日
迄
に
願
書

差
し
出
す
べ
し
。

満
田
の
肩
書
き
を
「
東
京
渡
辺
裁
縫
女
学
校
出
身
」
と
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
繰
返
す
ま
で
も
な
く
、
鹿
児
島
女

子
技
芸
学
校
の
モ
デ
ル
は
満
田
の
出
身
校
・
渡
辺
裁
縫
女
学
校
で
あ
り
。
教
育
理
念
の
中
に
女
子
職
業
学
校
の
趣
旨
が
受
継
が
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

技
芸
学
校
の
学
科
構
成
は
明
治
四
十
二
年
一
月
二
十
九
日
の
校
則
改
正
で
、
本
科
・
専
修
科
の
ほ
か
に
研
究
科
(
六
か
月
)
が
増
設

さ
れ
た
。
生
徒
数
増
加
の
た
め
に
校
地
も
新
築
移
転
し
て
い
る
。



こ
〉
で
初
期
の
頃
の
卒
業
生
を
み
て
お
く
と
、
第
一
回
(
明
治
四
十
一
年
度
卒
業
)
生
は
園
田
ヤ
エ
・
永
井
富
美
・
神
田
橋
ヤ
ス
・

藤
田
サ
ワ
・
長
野
ツ
ヤ
・
宮
里
竹
の
六
人
、

い
ず
れ
も
専
修
科
で
あ
り
、
第
二
回
生
は
研
究
科
の
川
久
保
ウ
メ
ら
六
人
と
専
修
科
の
児

島
イ
ネ
ら
四
五
人
で
あ
っ
た
。
本
科
生
が
初
め
て
卒
業
し
た
の
は
第
三
回
生
の
八
人
(
原
口
ミ
ネ
・
橋
口
ヒ
デ
・
重
信
フ
タ
ミ
・
遠
矢

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

コ
ト
・
高
橋
エ
ル
・
野
口
コ
ウ
・
伊
地
知
ヨ
ネ
・
浜
園
フ
デ
)
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
動
静
に
つ
い
て
は
史
料
不
足
の
た
め
に
正
確
を
期
し
難
い
の
で
省
略
す
る
。
お
そ
ら
く
、

そ
の
原
因
は
戦
火
に
よ
る
書
類

焼
失
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
今
後
、
何
ら
か
の
方
法
で
補
充
し
、
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
創
設
期
の
実
態
を
明
確
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
卒
業
者
数
が
百
名
を
越
す
の
は
大
正
十
年
度
で
あ
り
、

そ
の
翌
年
、
満
田
ユ
イ
は
第
六
代
校
長
に
就
任
、
施

設
を
拡
充
し
、
組
織
や
学
則
を
改
正
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
推
移
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
考
し
た
い
。

五

事
例
研
究
・
鶴
嶺
女
学
校
の
入
学
者
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鹿
児
島
県
に
お
け
る
女
子
教
育
の
源
流
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
事
例
研
究
と
し
て
、
次
に
紹
介
す
る
の
は
鶴
嶺
女
学
校
に
関
す
る

史
料
分
析
で
あ
る
。

鶴
嶺
女
学
校
は
鹿
児
島
県
に
お
け
る
「
最
初
の
本
格
的
な
私
立
女
学
校
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
と
お
り
、
明
治
二
十

1
三
十

年
代
に
は
十
余
校
の
私
立
女
学
校
が
族
生
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
全
国
的
に
名
声
を
博
し
た
の
が
こ
の
鶴
嶺
で
あ
っ
た
。
鶴
嶺
の
場

合
も
、
野
守
峰
子
の
裁
縫
塾
を
母
胎
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
技
芸
的
教
科
を
中
心
と
す
る
学
校
で
、
こ
の
点
で
は

渡
辺
や
共
立
等
と
も
共
通
す
る
教
育
内
容
を
備
え
て
い
た
。
事
実
、
鶴
嶺
女
学
校
の
教
科
目
を
見
る
と
、
家
事
・
裁
縫
・
編
物
・
刺
繍
・

割
烹
・
園
芸
等
が
、
国
語
・
算
術
・
理
科
等
と
並
ん
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、
技
芸
科
な
る
名
称
も
時
代
の
動
向
を
察
知
し
て
い
た
。

鶴
嶺
女
学
校
の
教
育
綱
領
「
我
国
建
国
ノ
精
神
ニ
基
キ
薩
摩
古
来
ノ
美
風
ヲ
尊
重
シ
テ
内
剛
外
柔
ノ
婦
徳
ヲ
養
ヒ
以
テ
現
代
ニ
処
セ
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鶴嶺女学校入学者月別統計

入学年月
番号のついた者

番号なし 言十 (人)
判 定 推定

明治29年 7月 1 (1) 2 

8月 5 

9月 10 10 

10月
30 。

11月 3 (1) l 

12月 7 

JlJJifi30年 1月 8 

2月 2 

3月 4 

4月
56 

10 

5月 10 (1) l 1U 42 

6月 19 2 20 

7月 21 

8月 6 

9月 36 

10月
77 

4 (1) 

11月 7 

12月 1 

入学時不明 4 5 

合計 154 4 10 168 

表 1

シ
ム
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
二
年
三
月

で
あ
る
か
ら
、
満
田
の
新
学
校
と
は
や
が
て
競
合

関
係
に
入
る
べ
き
時
代
と
い
え
よ
う
。
鹿
児
島
県

で
も
す
で
に
公
立
の
高
等
女
学
校
が
軌
道
に
の
っ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
一
方
で
は
、
私

立
学
校
同
志
の
連
帯
も
亦
大
方
の
期
待
す
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
鶴
嶺
を
と
り
あ
げ
た
の
は
他

に
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
鹿
児
島
玉
龍
高
等
学

209一

校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
「
鶴
嶺
女
学
校
学
籍
簿
」

(
一
種
の
入
学
登
録
記
録
)
を
調
べ
て
み
る
と
、

明
治
中
期
の
状
況
が
如
実
に
把
握
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
史
料
は
超
大
な
量
に
の
ぽ
る
た
め
、
筆
者

と
し
て
は
、
ま
ず
初
年
度
、
す
な
わ
ち
明
治
二
十

九
i
三
十
年
入
学
の
一
六
八
名
に
限
っ
て
、

し3

く

っ
か
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

鶴
嶺
女
学
校
の
学
籍
簿
綴
り
に
し
た
が
っ
て
考

察
し
た
場
合
、
明
治
二
十
九
年
七
月
以
降
翌
年
に



か
け
て
入
学
し
た
生
徒
一
六
八
名
が
第
一
期
生
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
開
学
早
々
こ
れ
だ
け
の
生
徒
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
一

別
統
計
」
で
あ
る
が
、

驚
に
値
す
る
が
、
丹
念
に
調
べ
て
み
る
と
、
入
学
時
期
は
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
せ
ら
れ
る
。
表
1
は
同
校
の
「
入
学
者
月

ま
さ
に
随
時
入
学
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
簿
に
は
登
録
順
に
通
し
番
号
が
付
し
て
あ
る
が
、

十
名
程
、
番
号
の
な
い
学
籍
カ
l
ド
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
徒
た
ち
は
登
録
だ
け
済
ま
せ
て
実
際
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
入
学
年
月
日
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
卒
業
・
退
学
等
の
欄
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

二見:女子教育源流考ー鹿児島県を事例としてー

鶴嶺女学校入学者における入学後の状況

(明29.7-30.12)

表 2

93 

人数

-aq 
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一、il--J
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叶
↑
叶
イ
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吊
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命'-!
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k
-
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一

縫
一

等

一

本

裁

一

返

却

-

口

ん

一

一

一

i

J

 

状

T
I
l
i
-
-ーム

路
一

進
一

業卒

26 (1) 

15 

学

校

除名，除籍

病

学退

3 

1 

30 

死

168 

表3 鶴嶺女学校入学者の年働別統計

(明治29年 7月-30年12月迄に入学した168名の

うち，生年月日がわかっている者82名)

(9) 日月

計(人)合

不一

一
方
、
入
学
年

正主 年 年 齢 人 数

明治 3年 27歳

明治 5年 25歳 1 

明治 8年 22歳 3 

明治 9年 21歳 l 

明治10年 20歳 4 

明治11年 19歳 1 

明治12年 18歳 6 

明治13年 17歳 13 

明治14年 16歳 28 

明治15年 15歳 17 

明治16年 14歳 4 

明治17年 13歳 1 

明治18年 12歳 3 

lロh、 計 82人
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月
日
が
記
載
も
れ
に
な
っ
た
者
も
四
名
い
る
。
カ
ー
ド
所
在
前
後
の
通
し
番
号
を
見
て
入
学
時
期
を
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
統

計
上
は
別
わ
く
で
出
し
て
み
た
。
表
2
は
入
学
後
の
状
況
を
示
し
た
統
計
で
あ
る
が
、
卒
業
で
き
た
者
五
五
%
、
退
学
・
退
校
・
除
籍

等
が
約
四
分
の
一
い
る
ほ
か
、
消
息
不
明
者
が
三

O
名
を
越
し
て
い
る
。

学
籍
簿
に
は
生
徒
の
出
身
地
や
生
年
月
日
等
を
記
載
す
る
欄
が
設
け
て
あ
る
。
(
空
白
の
ま
〉
に
し
て
あ
る
カ

l
ド
が
多
い
)
。
表
3

No. 1 

は
、
入
学
者
の
う
ち
年
齢
が
わ
か
る
者
八
二
名
を
対
象
に
し
た
統
計
で
あ
る
。

試
み
に
、
明
治
三
十
年
五
月
入
学
者
を
事
例
と
し
て
そ
の
記
載
事
項
を
転
記
し
て
み
よ
う
。
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登
録
番
号
⑮

⑭ 

大
田
た
め

宮
里
み
ね

薩
摩
郡
永
野
村
出
身

@ 

永
島
け
い

五
月
三
日
入
学
、
明
治
三
十
年
十
一
月
十
日
退
校

鹿
児
島
市
下
荒
田

五
月
六
日
入
学

二
十
一
年
四
月
本
科
卒
業
、
明
治
十
三
年
六
月
十
六
日
生

@ 

津
曲
さ
と

鹿
児
島
市
加
治
屋
町

唱
E
A

内〆“

⑪ 

鵜
木
た
ね

三
十
一
年
四
月
三
十
日
本
科
卒
業

五
月
十
二
日
入
学

明
治
十
四
年
一
月
生

※ 

平
地
み
さ

鹿
児
島
市
泉
町

五
月
十
三
日
入
学

三
十
一
年
三
月
三
十
日
退
学

明
治
十
五
年
十
一
月
生

⑮ 

三
木
ま
す

姶
良
郡

三
十
一
年
四
月
三
十
日
本
科
卒
業

五
月
十
八
日
入
学

明
治
十
四
年
十
二
月
一
日
生

⑮ 

永
井
み
さ

串
木
野

五
月
二
十
六
日
入
学

明
治
三
年
十
二
月
生

⑩ 

川
崎
よ
し

薩
摩
郡
入
来
町

三
十
三
年
四
月
本
科
卒
業

五
月
二
十
九
日
入
学

明
治
十
八
年
二
月
生

⑮ 

須
賀
し
ま

伊
佐
郡
菱
刈
町
川
北

五
月
十
八
日
入
学

二
十
年
六
月
退
学

明
治
十
五
年
十
二
月
二
十
九
日
生

⑫ 

安
田
あ
い

鹿
児
島
市
柳
町

五
月
入
学

三
十
年
十
月
退
校

伊
佐
郡
菱
刈
町
川
北

五
月
二
十
八
日
入
学

三
十
一
年
九
月
病
死

明
治
十
四
年
十
一
月
一
日
生

鹿
児
島
市
泉
町

五
月
三
日
入
学

三
十
一
年
退
校

明
治
十
四
年
十
月
生

以
上
十
一
名
の
動
静
が
一
示
す
よ
う
に
、
年
齢
を
異
に
し
た
生
徒
が
県
内
各
地
か
ら
随
時
入
学
し
、
種
々
な
コ

l
ス
を
た
ど
っ
て
い
っ



た
こ
と
が
わ
か
る
。

学
籍
簿
は
、

一
部
紛
失
し
た
年
度
も
あ
る
が
、
全
期
間
に
亘
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。
時
代
と
共
に
記
載
形
式
に
改
良
が
加
え
ら
れ
、

成
績
等
も
記
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
史
料
分
析
は
か
な
り
の
日
数
を
要
す
る
の
で
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

む

び

す
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本
研
究
は
、
鹿
児
島
県
中
等
教
育
史
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
、
筆
者
は
、
鹿
児
島
県
内
の
高

等
学
校
関
係
沿
革
資
料
の
総
合
目
録
を
作
成
し
、
研
究
史
料
の
所
在
を
確
か
め
な
が
ら
、
収
集
作
業
を
繰
返
し
て
き
た
。
そ
の
問
、
女

学
校
を
前
身
と
す
る
高
等
学
校
(
さ
ら
に
大
学
)
に
は
留
意
し
、
特
に
草
創
期
の
資
料
発
掘
に
力
を
尽
し
て
き
た
。
鶴
嶺
女
学
校
関
係

の
原
資
料
は
史
料
調
査
の
過
程
で
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

つ白
唱

19
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さ
て
、
女
子
教
育
の
源
流
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
事
例
研
究
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

そ
の
方
法
論
を
明
確
に
し
て
ゆ
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。
全
国
の
動
向
を
近
代
教
育
の
史
実
に
即
し
て
理
解
し
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
特
質
は
何
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
筆
者
は
そ
こ
で
、
現
在
南
九
州
唯
一
の
四
年
制
女
子
大
学
に
発
展
し
て
い
る
鹿
児
島
女
子
大
学
の
沿
革
に

つ
い
て
、

そ
の
前
身
で
も
あ
る
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
の
教
育
理
念
や
内
容
が
、
全
国
的
に
み
て
ど
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ
い

て
い
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、
旦
(
体
的
に
は
、
創
設
者
満
田
ユ
イ
の
思
想
形
成
に
連
な
る
母
校
・
鹿
児
島
女
子
徒
弟
興
業
学
校
や
「
東
京

渡
辺
裁
縫
女
学
校
」
さ
ら
に
両
校
と
深
い
か
〉
わ
り
を
も
っ
共
立
女
子
職
業
学
校
の
成
立
経
緯
等
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を

明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
問
題
設
定
を
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
共
立
女
子
職

業
学
校
が
東
京
女
子
師
範
学
校
の
解
体
を
危
慎
す
る
有
識
者
の
聞
か
ら
興
っ
て
き
た
歴
史
的
事
情
に
、
筆
者
は
強
い
関
心
を
覚
え
る
も

の
で
あ
る
。
師
範
教
育
面
で
は
そ
れ
ほ
ど
の
遅
れ
を
と
っ
て
い
な
い
と
目
さ
れ
る
鹿
児
島
県
の
場
合
も
、
明
治
二
十
年
代
は
同
様
の
問



題
が
潜
伏
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
良
妻
賢
母
主
義
を
根
幹
と
す
る
高
等
女
学
校
の
制
度
確
立
期
と
い
う
べ
き
明
治
四
十
年
代
は
、

前
記
問
題
発
生
の
第
二
波
が
押
し
寄
せ
た
時
期
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鹿
児
島
女
子
技
芸
学
校
の
誕
生
は
、

そ
の
後
現
在
に
至

る
女
子
教
育
史
の
動
き
の
中
で
全
国
的
に
も
か
な
り
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
思
う
。

さ
ら
に
敷
街
す
れ
ば
、
仙
台
に
は
朴
沢
三
代
治
の
松
操
女
学
校
が
あ
り
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
、
熊
本
に
は
内
藤
儀
十
郎
の
尚
網
女

NO.1 

学
校
が
あ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
は
同
じ
基
盤
に
立
っ
た
女
学
校
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
識
し
て
、
鹿
児
島
県
の
女
子
教
育
を

見
直
す
こ
と
で
あ
る
。

一
般
民
衆
の
要
望
が
そ
の
根
底
に
息
づ
い
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
女
子
教
育
特
有
の
問
題
点
を
明
ら
か

Vol. 6 

に
す
る
た
め
に
、
地
域
の
文
化
的
土
壌
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
は
ま
だ
試
論
の
城
を
脱
し
え
て
い
な
い
が
、
新
し
い
女
性
像
を
確
立
し
、
男
女
平
等
の
価
値
観
に
も
と
づ
い
た
社
会
を
形
成
す

る
た
め
の
理
論
形
成
に
い
さ
〉
か
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
幸
わ
い
だ
と
考
え
て
い

M
r
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j主

1 

満
田
ユ
イ
(
一
八
八
四

1
一
九
三
二
)
に
関
す
る
研
究
書
は
少
な
い
。
筆
者
が
典
拠
と
し
た
文
献
は
、
日
高
旺
執
筆
「
満
田
ゆ
い
小
伝
』
(
昭
和
四
十

二
年
十
一
月
・
実
践
学
園
刊
)
、
「
実
践
学
園
七
十
年
史
」
(
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
・
実
践
学
園
刊
)
、
南
日
本
新
聞
社
編
「
郷
土
人
系
』
中
巻
(
昭
和

四
十
四
年
九
月
刊
)
、
日
高
旺
「
女
た
ち
の
薩
摩
』
(
昭
和
五
十
五
年
十
月
・
春
苑
堂
書
庖
刊
)
等
で
あ
る
。
尚
、
実
践
学
園
で
は
毎
年
創
設
者
年
忌
祭

を
行
っ
て
い
る
が
、
鹿
児
島
女
子
大
学
で
は
当
日
記
念
講
話
が
あ
る
。
本
稿
は
昭
和
五
十
九
年
六
月
七
日
の
筆
者
講
話
草
稿
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

梅
根
悟
監
修
「
世
界
教
育
史
大
系
コ
一
十
四
女
子
教
育
史
』
(
昭
和
五
十
二
年
六
月
・
講
談
社
刊
)
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
編
「
鹿
児
島
県
教
育
史
』
下
巻
(
昭
和
三
十
六
年
六
月
鹿
児
島
県
立
教
育
研
究
所
刊
)
一
八
ペ
ー
ジ
に
依
る
。
〈
以
下
同
書

に
つ
い
て
は
「
県
教
育
史
』
と
略
称
〉

「
県
教
育
史
』
二
四
ペ
ー
ジ
。

「
鹿
児
島
大
学
十
年
史
』
(
昭
和
三
十
五
年
八
月
刊
)
二
一
三
ペ
ー
ジ
〈
以
下
『
鹿
大
十
年
史
」
と
略
称
〉

3 2 5 4 

な
お
、
校
名
に
つ
い
て
は
「
県
教
育
史
』
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(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)

(ロ)
(
日
)

と
の
く
い
違
い
が
見
ら
れ
る
。
後
日
検
討
を
要
す
る
問
題
と
い
え
よ
う
。

『
鹿
大
十
年
史
』
二
一
三
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
。

『
文
部
省
第
十
二
年
報
』
(
明
治
十
七
年
度
)
七
一
一
ペ
ー
ジ
。

土
屋
忠
雄
『
明
治
前
期
教
育
政
策
史
の
研
究
』
を
参
照
。

『
県
教
育
史
」
一
七
六
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

『
文
部
省
第
六
年
報
』
(
明
治
十
一
年
度
)
四

O
九
ペ
ー
ジ
。

同
『
第
八
年
報
』
(
明
治
十
三
年
度
)
五
二

0
ペ
ー
ジ
。

『
県
教
育
史
』
一
七
六

1
一
七
八
ペ
ー
ジ
。

拙
稿
「
鶴
嶺
女
学
校
に
つ
い
て
」
(
鹿
児
島
女
子
大
学
『
研
究
紀
要
』
第
五
巻

ほ
か
を
参
照
。

鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
要
覧
所
載
「
学
校
の
沿
革
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

前
掲
『
満
回
ゆ
い
小
伝
』
四
二
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

拙
稿
「
鹿
児
島
県
中
等
教
育
史
研
究
序
論
|
|
女
子
教
育
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
地
方
教
育
史
研
究
』
第
四
号
三

i
一
八
ペ
ー
ジ
所
収
)
を
参
照
。

共
立
女
子
大
学
百
年
史
編
集
室
所
蔵
。
原
本
は
A
4
判
一
枚
。
字
体
は
当
用
漢
字
に
改
め
、
句
読
点
を
加
え
た
。

岩
田
朝
一
・
古
谷
博
「
共
立
女
子
職
業
学
校
の
成
立
過
程
(
二
)
創
設
に
参
加
し
た
人
々
」
(
『
共
立
女
子
短
期
大
学
家
政
科
紀
要
』
第
二
十
七
号

昭
和
五
十
九
年
二
月
一
四
一

1
一
六

0
ペ
ー
ジ
所
収
)
を
参
照
。

同
書
一
五
六
ペ
ー
ジ
。

平
塚
益
徳
編
著
『
人
物
を
中
心
と
し
た
女
子
教
育
史
』
〈
以
下
『
人
物
女
子
教
育
史
』
と
略
称
〉
(
昭
和
四
十
年
六
月
・
帝
国
地
方
行
政
学
会
刊
)
一

O

四
ペ
ー
ジ
以
下
。

前
掲
『
実
践
学
園
七
十
年
史
』
四
三
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

関
口
富
左
「
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
裁
縫
の
教
育
的
意
義

l
l裁
縫
教
育
に
お
け
る
綜
合
能
力
育
成
の
検
討
|
|
」
(
『
郡
山
女
子
大
学
紀
要
』
第
八
集

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
一
七
八

1
二
0
0
ペ
ー
ジ
所
収
)
を
参
照
。

『
人
物
女
子
教
育
史
』
一

O
一
ペ
ー
ジ
。

『
実
践
女
学
校
開
校
二
十
五
周
年
記
念
号
』
(
昭
和
七
年
)
|
|
『
実
践
学
園
七
十
年
史
』
四
六
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

問
書
四
七
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

前
掲
拙
稿
「
鶴
嶺
女
学
校
に
つ
い
て
」
(
鹿
児
島
女
子
大
学
『
研
究
紀
要
』
第
五
巻
第
一
号
所
収
)
を
参
照
。

『
鹿
児
島
新
聞
』
明
治
四
十
年
八
月
七
日
付
け
(
『
実
践
学
園
七
十
年
史
』
五
一
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。
)

同
書
五
二
ペ
ー
ジ
。

-214-

昭
和
五
十
九
年
二
月

一
五
九

t
一
八
五
ペ
ー
ジ
所
収
)

第
一
号

(
M
)
 

(
防
)

(
日
)

(口)
(
凶
)

20 19 22 21 (
ね
)

(
例
)

(
お
)

(
お
)

(
幻
)

(
お
)
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(
却
)
同
書
五
五
ペ
ー
ジ
。

(
初
)
同
書
五
六
ペ
ー
ジ
。

(
出
)
(
明
記
)
同
書
五
七
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
同
書
五
三
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
同
書
五
七
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
「
実
践
女
子
高
等
学
校
新
聞
』
六
十
周
年
記
念
号

(
お
)
『
実
践
学
園
七
十
年
史
』
六

0
1六
一
ペ
ー
ジ
よ
り
再
引
。

(
幻
)
同
書
六
一
ペ
ー
ジ
以
下
を
参
照
。

(
お
)
前
掲
『
県
教
育
史
』
一
七
七
ペ
ー
ジ
。

(
ぬ
)
拙
稿
『
鹿
児
島
県
高
等
学
校
沿
革
資
料
目
録
稿
』
一
九
八
三
年
九
月
十
七
日
現
在
。

(ω)
片
山
清
一
「
男
女
共
学
問
題
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
女
子
教
育
の
歩
み
け
明
治
初
期
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
」
(
目
白
学
園
女
子
教
育
研
究
所
々
報
『
女

子
教
育
」
第
二
号
一
九
七
九
年
五
月
一
{
)
一
一
ペ
ー
ジ
所
収
)
を
参
照
。
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〈
付
記
〉
本
研
究
は
、
実
践
学
園
に
よ
る
認
定
研
究
「
高
等
学
校
に
関
す
る
史
的
研
究

l
ー
鹿
児
島
県
を
中
心
と
し
て
」
(
昭
和
五
十
六
・
五
十
七
年
度
個

人
研
究
)
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
、
昭
和
五
十
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
個
人
研
究
「
後
期
中
等
教
育
に
関
す
る
史
的
研
究

ー
ー
鹿
児
島
県
を
中
心
と
し
て
」
と
、
鹿
児
島
県
育
英
財
団
に
よ
る
研
究
助
成
、
テ
!
?
「
鹿
児
島
県
に
お
け
る
後
期
中
等
教
育
に
関
す
る
史
的
考
察

|
l女
学
校
を
中
心
と
し
て
」
(
昭
和
五
十
九
年
度
個
人
研
究
)
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
脱
稿
後
、
筆
者
は
共
立
女
子
学
園
と
渡
辺
学

掴
を
訪
問
し
、
史
料
調
査
収
集
を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
後
日
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

(
受
付

一
九
八
四
・
一

0
・
一
六


